
10月下旬以降に公開予定だった研究協力校の
取組を紹介します。
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春 の 訪 れ

大隅教育事務所総務課長 春花 政浩

最近，昼食時間に事務所近くの肝属川沿いを歩いていると，土手に
菜の花が一斉に咲き出している光景が目に入る。高隈おろしの寒風に

さらされながらも，一面に黄色い絨毯を広げている。また，その下の河原には，カモと
おぼしき鳥の一群が，一直線に並んで日向ぼっこをしていて，とてものどかな風景であ
る。世界中がコロナウイルスの影響を受ける中でも，季節はいつもと変わらぬ春の訪れ
を運んできている。
巷では，県が国に対し「まん延防止等重点措置」の解除を要請したが，大隅地区にお

いては，なかなかコロナウイルス感染症罹患者が，減少しない状況が続いている。
２月に計画していた事務職員研修会は中止にした。昨年に引き続き今年も書面開催。

今回は，４月から新しい「旅費管理ツール」が導入されるため，対面での研修会を行い
たかったが叶わなかった。代わりに，本庁から研修用動画が送られてきた。これを各学
校に配信して事務職員に視聴して学習してもらう形だ。この形は，10月の事務職員研修
会（年末調整説明会）を書面開催したときに，自分たちで動画を作成し配信したので経
験済みである。
動画配信は，オンラインのようなライブ感はないが，時間や場所の制約なしで視聴が

可能であり，分からない箇所を繰り返し視聴することが可能であること等，事務所にも
事務職員にもメリットは大きいと思われる。特に，大隅地区は採用４年未満の事務職員
が５割近くいることから，動画視聴による学習効果が大きいと思う。コロナ禍の中，今
まで当たり前であったことが当たり前でなくなった現在，それぞれが知恵を出し合って
試行錯誤しながら実務に対処していく必要があるため，このような形も理解していただ
きたい。
もうすぐ新年度。今後，コロナウイルスの感染状況はどうなっていくか分からないが，

一日も早く終息し，マスクのいらない日常が戻り，対面での研修会等を開催できる日が
来ることを願わずにいられない。

大隅地区研究協力校研究公開Part２

県内の新型コロナ感染状況を踏まえ，

感染防止のために，残念ながら中止(校

内研修)となりました。

「算数の言葉」の掲示
学習した大事な言

葉とその意味を学年
別に一覧表にまとめ，
校内に掲示していま
す。児童が,いつでも
確認できるようにし
ました。

「算数コーナー」の工夫
手本となるノー

トの書き方や楽し
い算数パズル等，
多様な工夫を考え
て掲示しています。

【算数の言葉】

【算数コーナー】

学習後はシー
ルを貼ります。

学校一枚文集『原田の子』の発行
全校児童

の作文を校
内放送で毎
週紹介し，
綴じて学校
文集にしま
した。
全学級の

「国語コーナー」にも掲示してい
ます｡児童は,友達の作品を楽しく
聞いたり読んだりしています｡

「一人学びの手引き」を作成
国語科で一人調べを行う際のポ

イント(読みの観点等)を学年別に
系統立てて設定しました。１学年
分１枚です。児童が国語ノートに
貼って，いつでも活用できるよう
にしています。

【文集｢原田の子｣】
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「学び合い」の目的の設定
多面的・多角的な｢学び合い｣の

在り方について研究し，｢学び合い｣
の目的を３点設定しました。｢考え，
議論させる｣発問例もまとめました。

児童の心構えを形成するための導入
(例)事前アンケート

日記・作文 等

【学び合いの様子】
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① 自分の考えに自信をもたせる

児童全員に，柔軟な
発想をもたせることも
ねらいとしています｡

子供たちがいきいきと「考え，
議論する」道徳科の授業の在り方

深い学びへと向かう主体的・
対話的授業の創造

確かな学力を身に付け, 共に
学び合い,高め合う子どもの育成



「奇跡のレッスン」（ＮＨＫ）という番組を
ご存じだろうか。スポーツや芸術の一流指導者
が，わずか１週間の指導で子供たちに技術だけ
でなく，心の変化まで呼び起こしていく。
指導者によって，こうも違うものかと思う。
決して，子供のせいではないのだ。
研究授業の実施，教育実践記録の執筆，各研

修会への参加等，常に「学び続ける」しかない。

学び続ける

～手応えを感じています～

【国見中検定の様子】

国見中学校は，２年連続，全教科
で，県平均を上回っています。
特に，「振り返り｣と｢見届け」
を全校体制で取り組んでいます。

「振り返り」の共通実践（全学年・全学級）

国見中検定の実施（学期１回）
検定に向けたオリジナル問題集（過去問題や重要
語句等を集めたもの）に，４月から取り組んでいます。

不登校の改善が図られている寿北
小学校では，チームで取り組む初期
対応を大切に取り組んでいます。
隙間時間を活用した打合せ
休み時間等の５分程度の時間を活用して，役

割を明確にして対応を確認する。
自己決定に基づく別室登校
目標を達成できたら，児童を称賛する。

寿北小学校不登校児童の在籍率

Ｒ２ Ｒ３

0.98％

0.34％

大隅中学校では，体力向上，運動習慣の改
善に全校で継続して取り組んでいます。

「チャレンジかごしま」に
全学級，全種目挑戦

毎学習時の大隅中体操
（補強運動を含めた体操）
ＩＣＴの積極的活用
（動きの確認，学び合い）

曽於市立大隅中学校

垂水市では，昨年３月に市Ｐ連で策定した
「家庭で守ろう７つの

ルール」のポスターを
小・中・高の全家庭等
に配布し，各家庭での
取組が成果として現れ
ています。

垂水市ＰＴＡ連絡協議会

肝付町立国見中学校 鹿屋市立寿北小学校

【打つ動きの確認】

○ 小学校５年生は，全教科で７割以上，県平均 不登校児童生徒の数は，全国・本県において増加
以上を達成しました。 していますが，本地区においては，改善の傾向に

○ 中学校１年生は３教科で，中学校２年生 あります。中学校においては，増加しているものの
は２教科で，県平均との差が縮まりました。 県の在籍率を下回る状況を維持できています。

《成果のあった取組》
○ 保健室や別室を活用した迅速な対応
○ ＳＣ，ＳＳＷ等のかかわりを重視

実態に応じた補強運動や「チャレンジ
かごしま」等への継続的な取組が，上体
起こし，中学校女子の体力等の課題改善
につながっています。

○ 家庭内ルールを設定しただけでなく，
それをいかに守らせるかが大切です。

○ 子供の成長に合わせて，親子で改善
していくことも大切です。

【令和３年度鹿児島学習定着度の結果から】

県平均以上の教科が増えました！

継続的な運動の取組により，
体力向上の兆しが見られます！

中学校女子の傾向
･全体的に改善に向かっています｡
握力 20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ
上体起こし 50m走
長座体前屈 立ち幅跳び
反復横跳び ボール投げ
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体力・運動能力の向上

不登校の改善

地域・家庭の教育力の向上

重点
課題

各学校における新規不登校を防止する取組
により不登校が改善傾向に向かっています！

不登校児童の在籍率【小学校】

Ｒ２ Ｒ３

0.43％

0.35％

不登校生徒の在籍率【中学校】

Ｒ２ Ｒ３

3.14％

3.88％

家庭内ルールの設定率は，小・中
ともに向上しています！（特に中学校）

79.2

小学校 中学校

平成30年度(前回) 令和３年度

【保護者対象】

イ ンターネット接続機器の利用に関する家庭内ルールの設定率(％) 

88.0
86.5 84.9

Ｒ２ Ｒ３

上体起こしの伸び（回）

７割以上

伸び

Ｒ２と比較

確かな学力の定着


